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公益社団法人 全国珠算教育連盟道央支部会報        第７６号 

第38回 北海道選手権大会 

平成 28 年 1 月 10 日 旭川市に於いて第 38 回北海道珠算選手権大会が開催されました。 

 今大会より全日本通信珠算競技大会と同じ新問題で施行され、また、小学生珠算選手権者が 

 創設される新しい幕開けとなりました。申年は波乱が起こると言われますが、今大会も選手権 

 者が激しく入れ替わる展開となり息をのむ緊張感に包まれた大会でした。 

 選手権者は 22 年振り 5 回目の受賞となる工藤由季夫選手が華麗な弾きを披露して珠算選手権 

 者に。初の小学生選手権者には 2年連続優勝の田中玲選手に輝きました。 

 読上暗算競技では中学生の部から久保新選手が５～１６桁で優勝するというハイレベルな記 

 録を作り上げました。フラッシュ暗算・読上算選手権者は浅野貴広選手が２冠という安定した成 

 績を出してくれました。さすが全日本の覇者です！

 選手権者を全て道央で占めるという選手層の厚さが現れた大会結果となりました。 

 これも日頃競技大会にご尽力を頂いている指導者の皆様と選手の努力の結果かと思います。 

 心よりお礼申し上げます。 
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小学生珠算選手権者

　　工藤 由季夫 選手 　        田中　　玲選手

珠算選手権者
     得点１，９７０点 １分３３秒 　　     得点１，８９０点
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　今年度の選手権者のインタビューです。

珠算選手権者 読上暗算選手権者 読上算選手権者  フラッシュ暗算選手権者 小学生珠算選手権者

選手名 工藤由季夫 久保　新 浅野貴広 浅野貴広 田中　玲

所属 市立美唄病院 札幌市立月寒中学校 小樽商科大学 小樽商科大学 札幌市立　小学校
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3年前に珠算界に復帰した
時は、まさかこのような日を
迎えられるとは全く思ってい
ませんでした。ただ、ただ、
うれしいです。

この大会は16桁の問題で
正解して優勝したいなと
思っていたので、とても嬉し
かったです。

2連覇できてうれしいです。
来年も優勝目指して頑張り
ます。

日本一は昨年とりましたが、
北海道一は初だったのでと
ても嬉しいです。また、ｽﾀｰ
ﾄの1.7秒で正解できたのも
良かったですね。

優勝出来たことは嬉しく思
います。しかし、練習通りの
点数が取れず、乗算が特に
低かったので、1900点以上
取りたかったなと思いまし
た。

2

北海道の珠算界には、他県
と比べ「息の長い」選手が多
く、独特な活気があると思い
ます。優勝を目指すのも大
事ですが、そんな楽しい北
海道珠算界の「盛り上げ役」
の一人になり、何かしら役に
立てればいいなと思いま
す。

たくさんの素晴らしい選手の
方々と一緒に競技をするこ
とで向上心も生まれるので、
大会に積極的に参加した方
が自分自身のレベルアップ
につながると思います。

色々な選手、先生達と交流
できることです。

どれだけ、本番に自分の本
領を発揮出来るか試す場。

3
今回は本当に運が良かった
だけです。実力で勝ちとっ
たものとは思っていません。

僕が生まれるずっと前から
圧倒的な強さで優勝し続け
ている奈良選手に憧れて、
僕もいつか大きい桁で正解
できるようになりたいと思っ
て、小学生の頃からずっと
努力してきたからです。

日々の練習
1日5分～10分程度の練習
を続けたこと。

点数が悪い時でも、怒られ
た時でも、あきらめずに練習
を続けたこと。

4

「練習あるのみ」なのでしょ
う。忙しくて時間が取れない
時も、ほんの少しでもいいの
で、毎日練習する習慣が大
切なのだと思います。

自分が今出来る最も大きい
桁を主に練習しています。
桁幅を広げることよりも、正
答率を上げると言うことに重
点を置いています。

聞き取りやすい読み手の速
い問題で、その問題を丸々
覚えてしまうくらい弾き込む
こと。

見取算を全力スピードで字
とかを一切気にしないでや
ること。

週に4，5日、1日2時間～2
時間半練習し、常に目標を
持ち、一回一回の練習にむ
だのないように意識する。
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私は暗算が得意でない「特
殊な」選手です。選手のみ
なさんに、「特別な人とか優
勝できない訳じゃない」こと
を感じて頂けたらうれしい。
これからもそろばんを楽しん
で長く続けてほしいです。

継続は力なりだと思います。
１日少しでも時間を見つけ
て、そろばんの練習を続け
てみて下さい。

出来るだけ、長く続け、一緒
に頑張りましょう。

注）１→優勝の感想　　２→大会に参加する意義　　３→優勝できた勝因

    ４→上達方法　　５→そろばんを習っているみなさんに一言
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◆入賞者（道央支部関係分）◆

優勝 工藤由季夫 1,970点 優勝 森　　咲月 1,960点 優勝 田中　　玲 1,890点

２位 中村　卓磨 1,970点 ２位 久保　　新 1,770点 ４位 山本　祐太 1,840点

３位 浅野　貴広 1,950点 ３位 田中　　雄 1,630点 ４位 計良　彩水 1,840点

４位 奈良　晴洋 1,940点 ４位 友兼　　昴 1,590点 ９位 保浦　　聖 1,780点

５位 若松　尚弘 1,910点 ９位 笹森　愛菜 1,490点 12位 山田　稔揮 1,690点

６位 酒井　聡史 1,860点 12位 竹内　愛実 1,330点 17位 佐藤　快俐 1,620点

７位 眞田　美歩 1,850点 13位 黒澤　愛子 1,320点 19位 大平　　蒼 1,560点

９位 若松　　彩 1,810点 13位 友兼　　蛍 1,320点 19位 櫻庭　詩悠 1,560点

10位 伊藤　隆広 1,730点 13位 岩本　凌馬 1,320点 22位 三好　晏加 1,540点

13位 関口　佑介 1,640点 19位 武村　拓実 1,220点 26位 須古　　涼 1,510点

14位 小澤　友稀 1,630点

15位 横井　稔之 1,600点

16位 高橋百年美 1,580点

17位 本庄　功弥 1,570点

      読上暗算選手権者

優勝 奈良　晴洋 優勝 ２位 計良　彩水

２位 浅野　貴広 ２位 ３位 山本　祐太

３位 若松　尚弘 ４位 ４位 田中　　玲

４位 中村　卓磨 ５位 ７位 保浦　　聖

７位 眞田　美歩 ７位 ７位 須古　　涼

９位 横井　稔之 ７位 14位 三好　晏加

10位 若松　　彩 14位 大平　　蒼

10位 伊藤　隆広 14位 櫻庭　詩悠

10位 高橋百年美 17位 佐藤　快俐

     　 久保　新選手

      読上算選手権者

優勝 浅野　貴広 優勝 優勝 計良　彩水

２位 若松　　彩 ２位 ８位 山本　祐太

４位 横井　稔之 ２位 ８位 保浦　　聖

５位 酒井　聡史 ４位 12位 田中　　玲

５位 高橋百年美 ４位 12位 山田　稔揮

５位 工藤由季夫 ４位 12位 須古　　涼

19位 櫻庭　詩悠

　 ＜小学生以下の部＞

  7桁～16桁　32.0秒

田中　　雄

友兼　　昴

久保　　新

黒澤　愛子

友兼　　蛍

   浅野　貴広選手

森　　咲月

  5桁～16桁　43.0秒 久保　　新

友兼　　昴

森　　咲月

田中　　雄

黒澤　愛子

岩本　凌馬

読上算競技

　＜高校生以上の部＞  　＜中学生以上の部＞

読上暗算競技

　＜高校生以上の部＞  　＜中学生以上の部＞ 　 ＜小学生以下の部＞

＜高校生以上の部＞ ＜中学生の部＞ ＜小学生以下の部＞

総　合　競　技



23 3 11 3 46
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「ありがとう～“そろばん”」
～永年在籍正会員（55 年）表彰を受けて～ 

小樽地区  柳 澤 邦 利

平成２７年度 道央支部総会の場で、全珠連永年

在籍正会員（５５年）表彰を、私を含め小樽地区の

３名が頂きました。このことに対し広報部長より‘あ

かしや’への投稿要請がありました。長い間原稿集

めに苦労した元広報部長の身として断ることのでき

る立場ではないのでこの機会に…「そろばんと私」

…について振り返ってみることにしました。 

 私がそろばんを習い始めたのは高校１年生の１

学期も終わろうとしていた頃でした。私は入学時普

通課程の生徒でしたが、毎日一緒に通学する３年

生の先輩二人が商業課程で「おまえ卒業後就職

するなら商業科の方が有利だぞ」と云われておりま

した。私が中学２年生の時父が病死していたので

高校など進学できる環境ではありませんでしたし、

又、当時は中学卒業生の４割が就職していた時代

でしたので私も当然就職するつもりで就職説明会

を受けたものでした。叔父の「高校くらいは……」の

一言で既に社会人になっていた兄が、学費を出す

ことで高校進学することがきました。 

 商業課程に転籍希望しても簡単なものではありま

せんでした、学校には各課程定員が決まっており

商業課程の生徒が普通課程を希望し、条件をクリ

アしてはじめてお互いの転籍許可となるものでした。

転籍して一番先にしたことは『珠算部』への入部手

続きでした。珠算部に入ればタダでそろばんを習う

ことができる、これが入部の動機です。入部して驚

いたことは先輩達の計算速度の速さでした。私は

部のマネジャーの指導で、当時の能力検定６級問

題から始めましたが並の練習量では到底追いつけ

る差でなかったので、それはもう猛練習の連続で

「そろばん浸け」の毎日でした。放課後は勿論、

夏・冬休みの期間中も殆ど休みなく珠算部の部屋

詰めでした。計算速度を上げる練習方法にロング

⇒例えば、マネジャーから見取算３０分ロングと云

われれば、３０分間顔を上げることを禁止され、ひ

たすら見取算のみを計算することや、１３商割りで、

競って早く・正確に計算することを求められる練習

方法などが記憶に残っています。 

 入学時学校は新築されたばかりで電灯は 職員

室だけで珠算部の部屋は電灯がついてなく卒業

間際には立派な近視になっていました。練習のか

いがあって３年生になった春、昭和２９年４月１８日

札幌市の「町村会館」で、札幌商工会議所主催の

「第８回國民珠算競技大会北海道札幌地区予選」

に学校のＡチームの一員として出場し、学校全体

の２番目の成績を修めることができました。と云って

も、後に全珠連道央支部の監査委員等で活躍され

た、この大会一般の部で第４位に入賞した森下一

徳氏と、又、学生の部で優勝した山村史郎氏（緑

陵高校⇒現小樽商業）の丁度半分の得点でした。

事ほど左様に他人様にはとてもお話が出来るよう

なものではない低レベルの私や私達でした。 

 この大会の成績表は数年前、道央支部会館２階

の保管書類から偶然見つけ懐かしく思ったことと、

成績表は手書きのガリ版刷りで出来ており時代の

流れを強く実感出来る貴重な資料でした。 

 同じ３年生の春から珠算塾の助手を勤めることに

なり兄の学費援助が不要となりました。又、助手に

は資格も必要と感じ検定試験にも真剣に取り組み

ました。当時検定試験は日商の能力検定と全商の

実務検定試験のみでした。私は能力３級から受験

し、２級も一度で通る事ができました。これは単に
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私のケチ精神で受験料がもったいないので、

100％合格の確信がもてるまで練習して受験したま

でのことです。１級は３年生の時２度受けましたが

通りませんでした。私に暗算の才能が無かったのと、

遅くそろばんを始めた人は、一般的に暗算はあまり

上達しないと云われる通り、能力１級暗算の制限時

間２分間の壁は高すぎました。 

 昭和３０年３月高校を卒業して会社員になりまし

た。会社は東京が本社の出先機関で、５時かっきり

終業、小樽商業出身の良い上司に恵まれ『退社後

ボサットしているなら助手の経験を生かして珠算塾

をやれ』と薦められ、会社の就業規則も何のその二

足のわらじを履くことになり、始めました…４軒長屋

の１軒で、まだ兄夫婦や妹が同居する夜寝床とな

る８畳２間を通して、生徒が来るや集まるやで３部

制でも対応できず、当時の拓銀から融資を受け土

地を購入し塾を建築・・・・若干２３歳でした。 

 同じ年、昭和３４年全珠連に入会しました。入会

にあたり全珠連検定１級を取得しておこうと思い当

時の私としては、伝・暗・応用の選択科目のうち２科

目合格点を取れば良いと云うことは破格な話で受

験する前から合格した感じでした。結果～あに図ら

んや伝票算が５０点で不合格でした。当時は伝票

の落丁や重複の検査は受検者にさせていて、私は

滅多にない事と安易に考え検査の指示に従いま

せんでした。持ち帰った伝票を検査したところペー

ジのダブリでした。 

 その後、北海道珠算界の重鎮の一人、故麻生先

生が主宰する小樽地区男性会員８人で構成する

‘八郎会’に現支部参与の大隅先生と共にメンバ

ーの一人に加えて戴き、珠算全般に亘り研修やご

指導を受ける事が出来ました。前述の私にとって

伝票ページ重複大事件は、その後受験者の立場

になって公正・公平に試験を施行する目標に大き

く影響する事になりました。御大麻生先生は昼間

の研修だけではなく、夜ネオン街の探検も嫌いで

はない方で若い私達に沢山のおもしろく、楽しい

思い出を残して下さいました。 

 昭和４３年「第１３回幹部養成講習会」に道央支

部より派遣されて参加しました。一週間の講義のあ

とレポートの提出が義務づけられて、私は「全珠連

の将来について」のテーマで書きました。それが珠

算春秋第２８号に掲載され、同時にこの事につい

て麻生先生より全珠連発行の「塾の手帳８号」誌上

で『提案内容に、全面的に共感し、共鳴……』とエ

ールを贈って戴き、その後の会員活動に大きな支

えとなりました。 

 又、この間、佐藤彰芳さん（小樽地区会員で小樽

珠算教育連盟顧問）に協力して珠算部ＯＢ会を立

ち上げました。小樽市内の珠算部ＯＢ会は、既に

北海道高等学校珠算界の雄、緑陵高校珠算部Ｏ

Ｂ会‘緑珠会’と北照高校の‘北珠会’がありました。

私達も桜陽高校の一字を入れて“珠桜会”と名付

け、佐藤さんが会長、私が会計を担当しました。珠

桜会設立の目的は専ら「珠算部の技量向上の為

の協力支援」でした。桜陽高校珠算部は当時の全

道高等学校珠算大会の２部に所属していましたが

私達が卒業後間もなく１部昇格を果たし、上位入

賞者をも輩出するまでに向上しました。これは偏に

全珠連道央支部の競技部長を昭和３５年以降４期

も務められた、指導技術に長けた後藤茂先生の熱

心な指導の賜であります。又、同時に私達の援助・

応援も大いに力になったものと自負しております。 

 珠桜会は後輩の応援だけでなく、私に多くの人と

の出会いと良い友達を与えてくれました。佐藤彰

芳さんはもとより、中でも土屋了介くんは生涯の“心

友”となりました。彼は私より３歳年下で、私の助手

時代の塾生⇒桜陽珠算部⇒珠桜会⇒全珠連会員

同士の関係となりました。彼は義理と人情に篤く、

云ったことは必ず守る有言実行型のファイターで

す。人との付き合いは地位や肩書きに影響される

ことなく、人間的優しさには敏感で、本物か偽りか

を見抜く力を持っていました。彼は中学生の時列

車事故で片足を失っていました。ある年の珠桜会

レクリェーションでニセコアンヌプリに下駄履きの松

葉杖で登頂したとき、５０年来山小屋の管理人をし

ている人の驚きぶりは今も忘れる事がありません。

彼とは人生の節々で議論し、ケンカし、そして握手
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ボタン位置が３ケタほど右にずれ

た特注そろばん 

しました。彼の平成２２年の年賀状の添え書きに…

『義理人情のない世の中になりましたね。私は守り

ます。柳沢さんは元気の固まりですね。私に分けて

ください』…それまで決して誰にも弱みを見せること

の無かった土屋君が…その年の３月急逝しました。 

 小樽地区会員の中からも、‘飲み友’‘雀友’など

多くの友人を得ました。その中の一人、斎藤昭吉さ

んは昭和４０年全珠連入会し、以来私とペアを組

み会員本来の役務は勿論、小樽地区の“雑用係”

となり宴会の盛り上げ隊長として、ゲーム開発に取

り組み会員を楽しませてくれています。昭吉さんは

私より８歳も年下ですが、彼とネオン街に行き初め

ての店では、斎藤さんは私の先輩ですと話すと

100％信じてくれます。この冗談で雰囲気が和らぎ

いつも楽しく過ごすことができます。昭ちゃんはこ

のことを一緒に楽しんでくれているようです。 

 こんな二人、今でも小樽地区で、斎藤さんが検定

業務全般、私が会計として仲良く頑張っておりま

す。 

そろばんに関わったことで、多くの友人に

恵まれたこと、そして『やればできる』『練

習は嘘をつかない』を教わりました。 

ありがとう“そろばん” 

「できない子」が日本一になるまで
～「努力」の可能性と方法論～  工藤 由季夫 氏（平成４年度そろばん日本一）

道央支部珠算指導者養成講座 講演を拝聴し 下佐 和史 

 穏やかな笑顔と優しい口調での自己紹介から始まり、小学

校６年生時６回目の挑戦で、やっと日商３級合格と「できな

い子」をアピール！だが、それからの選手生活に驚かされる。

中学１年から引退する２５歳までの練習時間である。平日５

時間・休日８時間、一年３６５日１３年間継続。この間休ん

だのは祖父母の葬儀があった２回だけ。トータル約３万時間

で、週３回毎回１時間の練習をする子の約２００年分に相当 

する。 

 恩師である奈良公一先生の「選手コースでやってみるか？」の一声（指導者としての直感）と、

ライバルの平野仁志選手の存在。当時、暗算が全くできない子が恩師の指導の下、練習に練習を重

ねた「左手算法」に磨きをかけ、「左手の魔術師」と言わせるほどの技を身につけ、暗算力のある選

手に勝ち「平成４年度そろばん日本一」を手中に！講演で工藤さん本人が言っていましたが「私こ

そ真のそろばん日本一」だと豪語しても良いと私も思わされました。 

 お話の中で随所に出てくるのが「努力」の二文字です。良い結果が出せたから、また良い結果を

出せるように努力しよう！良い結果が出せなかったから、今度は良い結果を出せるように努力をし

よう！元日はいつも以上に頑張ろう！今日は大雨だから絶好の練習日和だ頑張ろう！良しにつけ悪

しきにつけ日々努力を怠らない。だから結果を残せたのでしょう。いや、「結果を出すために努力し

た」のでしょう。本人の努力は勿論、その指導をされた奈良先生、良きライバルの平野仁志選手、

そして応援してくれた家族があっての日本一なのでしょう！ 

 工藤さんは現役バリバリの頃とは違うスタンスで選手復帰され、そろばんを愛し・楽しんでいる

ように感じます。また、いろんな大会に参加されている工藤さんを見て刺激を受けている選手、急

に「上手なおじさん」の出現にビックリしている中学生がいるなど、北海道の珠算界を盛り上げて

頂いているように思いました。益々練習されて、これからも珠算界のレジェンドでいてください。

最後に、忙しい公務の合間を縫って、出張先の寿都より会場に駆けつけていただいての講演、 

心から感謝申し上げます。 
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平成２７年度 支部総会開催

平成 27 年 8 月 30 日（日）午後 3時よりホテルライフォ－ト札幌に於いて、道央支部総会が開催さ 

れました。開会の言葉・斎藤支部長より 2期目に向かっての挨拶・決意があり、加藤本部理事挨拶・ 

久保田本部顧問挨拶と進み各種表彰が行われました。 

 表彰では、本部永年在籍 55 年表彰 3名・永年在籍 40 年表彰 1名・事業優績表彰（検定 1,000 

名以上）10 名・優秀模範生徒表彰（8地区 303 名）が表彰されました。 

 次に、下佐総務部長より総会成立報告（当日参加 69 名・委任状出席 31 名 計 99 名となり過半 

数を超え定数を充足）があり、本議事に入りました。 

 議長を支部長が務め、平成 26 年度事業報告・期末収支報告・監査報告・平成 27 年度事業計画 

案・収支予算案と進み、貴重な意見を頂きながら無事終了し、最後に支部 60 周年記念式典につい 

ての意見があり、実行するしない、又実行する場合の内容等については会員の意見を聞いてからの 

決定となりました。 

 その後、各部からの連絡があり、支部に関する討議が終了しました。 

 議長が交代し、下佐総務部長により、珠算教育振興会の平成 26 年度収支報告・監査報告。平成 

27 年度収支予算案が審議されましたが、一部書類不備の為後日訂正後の書類を渡すことで、全内 

容を終了いたしました。 

 ◇永年勤続表彰者◇ 

 ★本部・永年在籍 55 年表彰（3名） 

 瀬川厚子（小樽）・加茂野禮子（小樽）・柳澤邦利（小樽） 

 ★本部・永年在籍 40 年表彰（1名） 

 村岡秀仁（岩見沢）

珠算教育士免許証

平成 27 度 珠算教育士免許証の申請（平成 27年 10月 1日～平成 27年 10 月 31 日迄受付分） 

16 名の先生方より申請があり、全員取得（認定日：平成 27 年 11 月 1 日）することが出来ました。 

 申請者 札幌地区 ７名 

 （１６名） 岩見沢地区 ６名 

  小樽地区 １名 

  江別地区 １名 

  余市地区 １名 

 なお、珠算教育士之証については、

  実費にて交付されます。 

  申請料：（プレート＋額）１セット ￥７，５００＋税＝￥８，１００ 

 随時受付しますので、地区名・氏名・申請料を支部へ送付ください。 

 ※平成２８年度は、１０月１日～１０月３１日迄ですので、後日連絡いたします。 

珠算教育士之証 

たて 30 ㎝×よこ 36 ㎝
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平成２７年度６支部合同珠算指導者講習会

演題 第１講座「そろばん未来図を描こう！」

第２講座「算数とそろばん 算数チャレンジ検定のねらい 」

講師 (公社)全珠連徳島県支部会員

  (公社)全珠連副理事長・珠算教育研究所所長

日本そろばん資料館館長・さんすう検定検討委員会委員長 

  さんすう教具部会委員長

岡久 泰大 (おかひさ やすお)先生

平成 27 年 11月 1 日（日）ホテルライフォ－ト札幌にて、各支部より会員 120 名・会員助手 

9 名・会員外 14 名の合計 143 名の参加を頂き盛大に開催されました。 

 第 1 講座では、そろばんに対する意識改革・未来を見据えた珠算指導方法・先生の長年にわ 

たる指導姿勢・生徒との接し方・教室のあり方・そろばんに対する考え方・自分自身のそろば 

んに対する夢を叶える問題点等を事細かに説明頂き、各先生方も思い直すことがたくさんあっ 

たと思います。 

 第 2 講座では、算数チャレンジ検定についての趣旨・検定試験の概要・取り組み方につい 

て詳しく説明頂き、最後にはＱ＆Ａ方式のマニュアルによる統一された算数チャレンジ検定の 

指導内容を詳しく聞かせて頂き、受講の先生方も導入に前向きに考えた方がたくさんいたと思 

います。 

 また、今回会場では「移動・日本そろばん資料館」として、講師でもある岡久先生が館長

を務めている日本そろばん資料館」よりお借りした「かわりそろばん」等の展示を行い、加え

て「算数チャレンジ検定」の資料も同時に展示いたしました。「かわりそろばん」「外国そろば

ん」「古そろばん」の 3 種類ある内の一つでめずらしいそろばん・資料等をたくさん展示いた

しました。 

 最後に質疑応答を終え、謝辞（道函支部副支部長 日沼純一先生）があり、岡久先生も感 

動しておりました。 

 以上 珠算指導者講習会の報告とさせて頂きます。 
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行 事 予 定

平成 28 年

３４月１０日（日）平成 27 年度第 3 回執行部長会（珠算会館）

３４月１０日（日）平成 27 年度第 5 回常任委員会・地区長会（珠算会館）

３５月２２日（日）第 373 回全珠連珠算検定試験（各地区）一週間繰上実施

３７月３３日（日）第 51 回道央珠算選手権大会(岩見沢市・会場…コミュニティプラザ) 
３７月１７日（日）平成 28 年度第 1 回執行部長会（珠算会館）

３７月１７日（日）平成 28 年度第 1 回常任委員会・地区長会（珠算会館）

３７月２４日（日）第 374 回全珠連珠算検定試験（各地区）

３８月３８日（月）そろばんの日 全日本珠算選手権大会（京都府）

３８月２８日（日）平成 28 年度第 2 回常任委員会・地区長会（ホテルライフォート札幌）

３８月２８日（日）平成 28 年度全珠連道央支部通常総会（ホテルライフォート札幌）

３９月２５日（日）第 375 回全珠連珠算検定試験（各地区）

１０月１６日（日）平成 28 年度全日本通信珠算競技大会（各地区）

１１月３５日（土）第 108 回全珠連北海道地方連合会会議（ホテルライフォート札幌）

１１月３６日（日）平成 28 年度北海道 6 支部合同珠算指導者講習会（ホテルライフォート札幌）

１１月１３日（日）平成 28 年度第 2 回執行部長会（珠算会館）

１１月１３日（日）平成 28 年度第 3 回常任委員会・地区長会（珠算会館）

１１月２７日（日）第 376 回全珠連珠算検定試験（各地区）

平成 29 年

１１月３８日（日）第 39 回北海道選手権大会（道央支部担当 札幌市 会場 ﾎﾃﾙﾗｲﾌｫｰﾄ札幌）

３１月２９日（日）第 377 回全珠連珠算検定試験（各地区）     

３月３５日（日）第 4 回珠算指導者養成講座（ちえりあ研修室）

３月１９日（日）第 378 回全珠連珠算検定試験（各地区）

３月２６日（日）第 63 回全国珠算研究集会（広島県）

編集後記

問題の答え：11・13・15・12・14・12・15・11・14・13（1 から順に）

３月になり、ようやく雪解けも早まってきている今日この頃、私も研

修・広報部長になり２期目となりました。先生方の協力によりようや

く形が出来てきましたが、まだまだ勉強不足ですので、ご指導のほど

よろしくお願いいたします。また、あかしや第 76 号発行にあたり、ご

投稿いただきました先生には心より感謝申し上げます。

（Ｈ・Ｍ）


